
ジ
ョ
イ
フ
ル
三
ノ
輪
商
店
街
の
「
ナ
ガ
オ
カ
」

の
五
十
嵐
春
雄
さ
ん
（
大
正
14
～
平
成
19
）
の
遺

稿
集
「
三
ノ
輪
界
わ
い
名
跡
散
歩
」
平
成
五
年
十

二
月
よ
り

浄
閑
寺
は
荒
川
区
南
千
住
二
丁
目
八
番
地
に
あ

る
。
東
京
に
は
上
野
寛
永
寺
・
芝
増
上
寺
・
築
地

本
願
寺
等
、
数
々
の
名
刹
が
あ
る
。
然
し
、
そ
れ

ら
の
有
名
の
寺
院
に
は
悲
情
の
念
は
一
つ
も
起
こ

ら
な
い
。
通
称
「
投
げ
込
み
寺
」
と
い
わ
れ
又

「
箕
輪
の
無
縁
寺
」
と
称
せ
ら
れ
た
浄
閑
寺
は
他

の
名
刹
と
は
そ
の
規
模
等
に
於
い
て
は
劣
る
が
、

歴
史
書
・
講
談
・
落
語
等
に
よ
っ
て
勝
る
と
も
劣

ら
な
い
有
名
寺
で
あ
る
。
そ
れ
で
長
く
な
る
の
で

あ
る
が
、
浄
閑
寺
に
就
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。
正

し
く
は
「
栄
法
山
清
光
院
浄
閑
寺
」
と
い
う
が
通

称
は
「
三
輪
山
浄
閑
寺
」
で
あ
る
。

開
創
は
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
新
吉
原
開
設

に
先
だ
つ
こ
と
二
年
で
あ
っ
た
。
開
山
は
天
蓮
秋

晴
誉
上
人
随
行
順
波
大
和
尚
と
な
っ
て
い
る
。
過

去
帳
に
よ
れ
ば
晴
誉
順
波
は
「
生
国
奥
州
あ
い
ず

若
松
梶
川
五
十
三
才
卒
」
と
あ
り
、
没
年
は
「
寛

永
元
年
丑
二
月
廿
九
日
（
一
六
六
一
）
と
記
さ
れ

て
い
る
。

は
じ
め
は
、
増
上
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
が
、
い

ま
は
知
恩
院
に
属
し
て
い
る
。
元
文
二
年
（
一
七

三
七
）
下
谷
八
軒
町
よ
り
出
火
し
上
野
広
小
路
・

東
叔
山
・
坂
本
・
金
杉
・
三
ノ
輪
一
帯
之
延
焼
し

た
記
録
に
残
る
大
火
が
あ
っ
た
。
浄
閑
寺
は
灰
燼
に

帰
し
、
こ
の
災
禍
か
ら
五
年
は
そ
の
間
大
洪
水
を
も

伴
っ
て
浄
閑
寺
に
と
っ
て
一
種
の
危
機
で
あ
っ
た
と

も
い
え
よ
う
。
こ
れ
を
立
て
直
し
た
の
が
十
一
世
常

誉
上
人
で
現
在
の
過
去
帳
も
こ
の
代
か
ら
改
め
て
起

筆
さ
れ
て
い
る
。
浄
閑
寺
を
つ
と
に
名
を
な
さ
し
め

た
重
要
な
人
物
が
い
る
。
そ
れ
は
小
説
家
永
井
荷
風

で
あ
る
。
荷
風
が
「
堂
宇
朽
廃
し
墓
地
も
荒
れ
果
て
ゝ

い
た
」
と
書
い
た
明
治
廿
一
、
二
年
頃
は
改
修
直
前

の
最
も
荒
廃
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。

い
ま
浄
閑
寺
界
隈
に
暗
澹
た
る
印
象
を
探
る
こ
と

あ
ん
た
ん

は
で
き
な
い
。
「
寺
の
小

笹
の
茂
り
多
き
垣
を
取
り

巻
い
て
」
と
荷
風
は
書
い

て
い
る
が
流
れ
て
い
た
と

い
う
小
流
は
音
無
川
で
あ

る
が
、
今
は
暗
渠
と
な
っ

て
風
情
な
き
舗
装
道
路
と

化
し
三
ノ
輪
橋
の
欄
干
の
名
残
が
、
た
だ
一
本
日
光

街
道
の
傍
に
ひ
っ
そ
り
と
た
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

荷
風
は
そ
の
後
三
十
余
年
間
、
つ
い
ぞ
浄
閑
寺
を
お

と
ず
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

次
の
訪
問
は
昭
和
十
二
年
六
月
「
断
腸
亭
日
乗
」

に
詳
し
い
記
事
が
見
ら
れ
る
。
荷
風
は
前
年
九
月
二

十
日
に
生
涯
の
傑
作
と
い
わ
れ
る
「
ぼ
く
東
綺
譚
」

を
起
稿
し
、
十
月
二
十
五
日
に
脱
稿
、
翌
十
二
年
四

月
十
五
日
か
ら
六
月
十
四
日
に
わ
た
っ
て
東
京
・
大

阪
両
旭
新
聞
の
夕
刊
第
一
面
に
連
載
さ
れ
た
。
こ
の

作
は
連
載
中
よ
り
、
す
で
に
世
上
の
好
評
を
博
し
、

荷
風
の
文
名
は
と
み
に
あ
が
っ
た
。
こ
の
ぼ
く
東
綺

譚
の
想
に
か
ら
れ
、
昭
和
十
二
年
六
月
廿
二
日
三
十

お
も
い

余
年
振
り
に
浄
閑
寺
を
訪
れ
る
の
で
あ
る
。
荷
風
は

こ
の
日
、
や
が
て
わ
が
生
を
終
わ
る
時
に
あ
わ
れ
な

遊
女
達
の
眠
る
草
む
す
墓
域
に
、
と
も
に
骸
を
埋
め

よ
う
と
さ
え
思
い
立
っ
た
の
で
あ
る
。
荷
風
が
最
後

に
浄
閑
寺
を
訪
ね
た
の
は
昭
和
廿
一
年
一
月
十
八
日

で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
山
門
の
写
真
を
み
る
と
ダ
ン

デ
ィ
な
服
装
で
あ
る
が
、
そ
の
以
後
の
荷
風
は
ヨ
レ

ヨ
レ
の
背
広
に
下
駄
を
履
き
、
風
呂
敷
を
片
手
に
持

ち
歩
く
姿
や
浅
草
ロ
ッ
ク
座
の
ス
ト
リ
ッ
パ
ー
五
、

六
人
を
囲
ん
で
撮
っ
た
写
真
が
新
聞
紙
、
週
刊
紙
上

に
載
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
も
多
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
三
十
日
、
八
十
歳

を
以
て
孤
独
な
死
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
荷
風
は
浄

閑
寺
に
骨
を
埋
め
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
か

な
わ
ず
雑
司
が
谷
の
永
井

家
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
八
年
五
月
十

八
日
、
荷
風
文
学
愛
好
の

発
起
人
達
に
よ
っ
て
浄
閑

寺
内
、
新
吉
原
総
霊
塔
」

に
向
う
一
角
に
「
荷
風
碑
」

が
建
立
さ
れ
た
。

浄
閑
寺
に
は
一
般
住
民
の
他
に
遊
女
・
心
中
者
・

相
対
死
（
生
き
残
っ
た
者
は
死
罪
）
又
、
客
引
き
役

で
あ
っ
た
男
衆
の
妓
夫
太
郎
（
牛
と
も
及
と
も
云
う
）

も
こ
ゝ
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
浄
閑
寺
は
吉
原
の
楼

主
達
の
檀
那
寺
で
は
な
い
。
取
る
に
足
ら
ぬ
、
あ
わ

れ
な
遊
女
達
の
無
縁
墓
が
境
内
の
一
部
を
占
め
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
無
縁
墓
は
昭
和
四
年

に
至
っ
て
石
垣
造
り
の
「
新
吉
原
総
霊
塔
の
下
に
一

括
し
て
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
浄
閑
寺
に
つ
い
て

少
し
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
お
許
し
の
程
を
。
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